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］1　実践の記録
教育実習における学習指導（授業）
1．　生徒の実態
1－1授業でまず感じたことは，生徒たちは読むこと，読みとることが非常に苦手であるとい
　　うことです。
1－2　中学生は，先生の話を聞いてノートにまとめて，書くということがほとんどできないよ
　　うに思われました。
1－3　授業でまずおどろかされたのは，生徒の一般的な知識のまずしさです。とくに語いが非
　　常に少ないことです。
1－4　中学生は，自分が考えていたよりはるかに言葉を知らなかった。このくらいはわかるだ
　　ろうと思ってある言葉を使うと，その言葉の意味がわかっていない，こうした事態に再三
　　出くわした。
1－5　授業においてとても難しく感じたことは，生徒の間に個人差がありすぎることだ。教師
　　の言葉をすぐ理解する生徒，理解できない生徒，予備知識をもっている生徒，まったくも
　　っていない生徒などなどである。
1－6教科書を見ればわかるが，1ページに詰っている内容は非常に広範囲のものである。事
　　項の説明は極端に削られており，教科書を読んだだけで内容を把握することのできる生徒
　　は1～2％ぐらいしかいないのではないかと思った。
1－7参観の段階で気付いたことですが，教師の指示に対してすぐ反応する生徒が非常に少な
　　いのです。自分で授業をやった時も，「教科書の何ページを開いて／」を何回もくりかえ
　　さねぱなりませんでした。5回ぐらいくりかえしてやっと7割ぐらいの生徒が応じてくれ
　　るという状態でした。
1－8　中学1年生では，50分間集中力を持続するのが難しいのではないかと感じた。もちろ
　　ん，私の授業のやり方のまずさもあるだろうが。
1－9一般的にいって，中学生を授業に集中させるのは非常にむずかしい。しかし，興味のあ
　　る話になると，とたんに目が輝き，生徒の視線を感じる一こんな体験を何度もした。
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1－10生徒はまったく正直だ。興味をもてば注目するが，興味がなければ少しも関心を示さな
　　い0
1－11　中学1年生は2，3年生に比べて授業中にどんどん手をあげて発表してくれるのでやり
　　やすかった。2年生，3年生になると，わかっていてもぐずぐず，おどおどになってしま
　　う。
1－12教える側にたってはじめてわかったことですが，教えやすいクラスと教えにくいクラス
　　がはっきりあるということです。
1・－13　クラスにそれぞれ個性があることにおどろかされました。真剣に先生の話に耳を傾ける
　　生徒の多いクラス，私語の多いクラス，やや気力に欠けると思われるクラス，規律のある
　　クラス，友達同志仲のよいクラス……。
1－14　同じクラスでも時間帯によって，クラスの雰囲気，反応にちがいのあることにびっくり
　　しました。
1－15　生徒の理解，生徒のもつ知識や概念，興味や関心，中学1年生特有の心理状態などの理
　　解にとても苦労した。2週間では，生徒の名前をおぼえるので精一杯だった。
1－16実習を終えた今，授業を行うのにもっとも大切なのは，生徒を知ることだと思う。生徒
　　の実態を把握し，授業のプランをたてることの大切さである。しかし，3週間という実習
　　においては，まずこの点に限界があることを認めなければならないと思う。
2．　教材研究，指導案
2－1授業の内容については，最低限教科書に出ていることは落さないように心がけました。
　　そこでいちばん苦労したのは，知識や概念のつながりでした。
2－2　歴史分野の教科書は，知識が寸断されている。それをつなぎ合せ，生徒にわかるように
　　説明するのは教師の力量である。そのためには教材研究を徹底的にやらねばならないと痛
　　感した。
2－3　内容を選択する場合，私からみればどれも重要に思えてとても困った。
2－4調べれば調べるほど，ここも重要，ここも重要ということになり，結局ポイントがつか
　　めなかった。
2－5　教材研究では，目標のしぼり方に苦労した。奈良時代をたった50分でやるのだ。だから
　　中心となる目標をおさえ，それにもとついて授業のプランをつくらねばならないのである
　　が……0
2－6　教材研究においては，目標の把握とその時間の位置づけが重要だ。そうでないとあれも
　　これもということになってしまう。
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2－7授業では，あれもこれもでは時間が足りなくなる。授業のねらいに応じて，教材がきち
　　んと構造化されていることが必要だ。
2－8　「10を知って1を教える」ということの意味を身をもって体験した。生徒に基本的なこ
　　とを教えるぽあいも，それについて考えさせ，うまく理解させるには，たいへんな準備と
　　知識が必要だということを知った。
2－9やさしい言葉で，生徒にわかるように説明するということは，本当に教材がわかってい
　　なければできないということに気づきました。
2－10指導案づくりがとても厄介です。生徒に何を理解させるかということはわかっても・そ
　　れをどのように理解させるかがうまくつかめないのです。明け方までかかることもしばし
　　ばでした。
2－11指導案には，発問計画，板書計画がどうしても必要です。また，発問と予想される答を
　　中心に指導案をつくってみると役立ちます。
2－12　板書のタイミングは意外にむずかしい。指導案をつくるとき，板書をいつするかを考え
　　ておいた方がよいと思った。
2－13　私の授業は，主役である生徒そっちのけの自分本位のペースでした。まるで大学の講義
　　のようでした。その原因は，何よりも教材研究の不足にあった，と考えています。
2－－14授業の基礎になるのは，正確で，豊富な知識だ。だから，教材研究はいくらやってもや
　　りすぎということはない。ぼくの体験では，教材研究がある水準に達すると，指導事項や
　　関連資料の使い方，発問や板書の内容などが案外つぎつぎに頭に浮んできた。
3．授業のプロセス 、
3－1授業でとくに難しいのは「導入」です。ベルが鳴り，教室に入り，出席簿をつけ，さて
　　生徒の顔を見たとき，開ロー番何を言うかということです。　　　　　．
3－2導入がうまくいったときは，生徒の授業への集中がちがう。導入がうまくいけば，授業
　　は半分以上成功したと同じようなものだと感じた。ところが，その導入がきわめてむずか
　　しい。
3－3導入の時に，その時間のテーマと関係のある話をしてやると生徒たちはよろこびます。
3－4　生徒が主体の授業とは，導入を自然に行い（これが非常に難しい。たとえば，生徒の生活
　　との関連を考える。そして，そこに意外性があるといちばんよいのですが。），生徒に考え
　　る時間を十分にあたえ，ときには生徒同志の話し合いをとり入れる授業だと思いました。
3－5　授業のねらいが不明確だからダラダラした授業になると再三注意された。自分としては
　　毎時間目標をきめ，それを中心に授業をしているつもりだったが……。
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3－6　指導の重点，ねらいがその時その時はっきりしていないと，生徒たちの注意を引こうと
　　して余談を入れたとき，脱線したままで本筋にもどれなくなってしまう。
3－7授業の途中で時間不足に気づき，説明中心になると，生徒はすぐあくびをしたり，よそ
　　見したりするようになる。
3－8　実際に授業をやってみてもっとも難しいと感じたのは，生徒をどうしたら授業に参加さ
　　せることができるかであった。教師中心の，一方通行の授業にしないためにどうしてもそ
　　れが必要なのであるが……。
3－9　授業で強く感じたことは，こちらが説明するときより，生徒に地図や資料を調べさせて
　　いるとき生徒は生き生きとしているということです。
3－10　授業ではプリントをかならず使いました。生徒たちは，空欄をうめたり，線を引いた
　　り，色づけしたりすることがとても好きです。作業することが好きなのです。
3－11授業では，手づくりの資料がとても大切だ。生徒たちの評判もよかったし，何よりも授
　　業にゆとりがでてくる。
3－12生徒に興味をもたせるには，できるだけ資料を多く使うことだ。教科書の写真，さし絵
　　だけでなく，同じようなものでも地図帳や図鑑などを使い，視覚に訴えることが大切だ。
3－13授業で注意しなければならないことは，難しい言葉を使用しないということです。難し
　　い言葉を使うと，生徒たちはとたんに困惑顔になり∫静かにだまりこくってしまいます。
3註4　自分の知っていることと生徒に理解させることのギャップの大きさが最後まで悩みの種
　　であった。こちらは，大学で，‘・1・・一・方的，抽象的用語のはん乱する講義に慣れてしまってい
　　るせいか，やたらと難しい，自分でもよく理解していない言葉を使いたがる。
3－15　やさしい言葉で説明するということは，本当に教材がわかって自分のものになっていな
　　いとできないということをしみじみ感じた。それと同時に，歴史の専門用語などでは，や
　　さしく解説することで概念をまちがって教える危険性があることも知った。
3－16　実際に教壇に立ってみて，「かみくだく」ということと　「レペルを下げる」ということ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しはまっ・たくちがうという体験をしました。生徒たちは，「レペルを下げる」ことをきらい
　　ます。
3－17授業ではやさしい言葉への言いかえと，言葉による説明だけでなく，生徒に実感させ，
　　具体的なイメージをもたせるというところまでいかないと「わかった」ということにはな
　　らないと思いました。
3L18生徒にわかる授業には，あれもこれもでなくポイントをしぼることがとても大切です。
3－19授業では，考える時間を十分とるよう心がけました。その手がかりは，生徒がどのぐら
　　い手を挙げているかです6、
3－20　自分では考えに考えた発問をする。しかし，いつも生徒の手はポツリポツリとしかあが
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　　らないgである。しかも，きまった生徒の手しかなのである。
3－21授業では，生徒に鉛筆をおかせ，しっかり聞くという場がどうしても必要です。
3－22　生徒は板書事項を一字一字写すので時間がかかり，写し終るのを待っていると空白がで
　　きてしまう。空白をつくるまいとその間に説明を入れても，生徒たちは写すのに夢中で，
　　まったく耳に入らないという状態なのである。
3－・23板書が思っていたよりむずかしい。速く書くと汚くなり，きれいに書こうとすると時間
　　がかかりすぎてしまう。
3－24私は中学時代，わからない者がいるのに先生が先に進んでしまうことに不満をもってい
　　た。しかし，実際授業をやってみて，それでは授業が進まないということを知った。
3－25授業全体の組みたて，全体の流れ，とくにつなぎ方が本当にむずかしいと思いました。
　　一本調子のしゃべり方と相まって，私は授業のスムーズな流れをつくりだすことが最後ま
　　でできませんでした。
3－26授業でのつなぎがうまくできず，「では次に行きます」を一時間に何度もくりかえす授
　　業しかできなかったように思います。
3－27実習3日目から授業をやった。最初の授業では指導案を片手にがんぱったが，終了15分
　　前に計画した内容は全部終ってしまった。事前指導できいた，板書を使っての「復習」を
　　思いだし，やっときりぬけた。終了のベルの鳴るのが本当に待ち遠しかった。冷や汗びっ
　　しょりだった。
3－28　授業でいつも頭を悩ませたのは時間の足りなさである。生徒にわかる授業，生徒中心の
　　授業をしようとすればするほど，時間が足りなくなる。指導案の半分ぐらいのこともしば
　　しぱであった。だから，授業のまとめはいつもベルが鳴ってから，あわててであった。
4．授業の技術（しゃべり方，発問，板書）
4－1生徒ひとりひとりの目を見て話すように言われたが，はじめは恥ずかしくてとてもでき
　　なかった。
4－2　生徒全体を見渡して，反応を見ながら，授業をすすめる一このことはそんなに簡単な
　　ことではない。最初は，窓の外を見たり，黒板を見たり，天井をながめたりだった。実習
　　の終りの頃になっても，前の方三分の一ぐらいを見渡してだったように思う。
4－3　授業では指導案に目が行きがちで，顔をあげて生徒の反応を見ながら授業をなど至難の
　　わざのように思えた。ようやく全体に目を向けられるようになったのは，実習も終りの頃
　　だった。
4－4　自信がないとどうしても黒板に向いてしゃべったり，下を向いてしゃべったりになる。
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4－5教壇に立ってみてはっきりわかったことがある。自分に自信のあるところは，リラック
　　スとして言葉もすらすらでてくるが，自分に自信のないところ，下調べが不十分なとこ
　　ろ，知識が自分のものになっていないところになるときまって語尾が不明瞭になり，言葉
　　につまってしまう。
4－6最初の授業では，抑揚のない，何か読んでいるような話し方になってしまいました。ひ
　　とりひとりの生徒に話しかけるようなしゃべり方がとても大切です。
4－7授業では，語尾をはっきりすること，大きな声で話すことが基本であることを痛感しま
　　した。
4－8　同じ調子でなく，語調やしゃべり方に強弱をつけることが大切です。重要なところ，授
　　業のヤマ場では，演技するぐらいの気持でちょうどよいと思いました。
4－9　授業では，「ゆっくり」，「くりかえして」がとても大切だと思いました。
4－10　言葉づかいで気付いていなかったが，ぼくには「ネ」を語尾につけるくせが達あるよう
　　だ。生徒が授業中にその数を数えていて「120回はいったよ」といわれた。
4－11授業でいちばん苦労したのは発問である。発問に対する答の予想はしているのである
　　が，いつも予期しない答がかえってきて，「なるほど」などと感心している始末であった。
4－12発問においては，どうしても一問一答方式になりがちであった。とくに授業のヤマ場
　　で，発問一応答をひろげていくこと，一問多答方式に展開していくことがとてもむずか
　　しかった。指導の先生の授業とぼくの授業の一番大きなちがいはここにあった。
4－13発問の連発では生徒を受け身にし，追いこんでしまうことを知った。
4－14発問と発問のタイミングがむずかしかった。実際には，発問によって授業の流れがとだ
　　えることが多く悩んだ。
4－15発問はとてもむずかしい。生徒たちはなかなか答えてくれない。中学校では，だれもが
　　答えられ，だれもが知っていることについて皆で答える場面を用意することも必要だと思
　　った。
4－16発問で，生徒たちが下向いてだまってしまうとき，発問の意味がつかめていないことが
　　多い。発問の意味がわかっているかどうか確かめてみることが大切だ。
4－17発問一応答では，生徒のいいたいことを理解するのがとてもむずかしかった。さら
　　に，教師は生徒のいいたいことを理解するだけでなく，ほかの生徒にもわかるようにまと
　　めてとりあげていかねばならないのである。
4－18発問のしかた，発展のさせ方に苦労しました。そして，十分な教材研究がその前提条件
　　であることを痛感しました。
4－19生徒たちの不満でいちばん多かったのは，板書についてであった。「字がきだない」，「板
　　書が多すぎる」，「速く書きすぎる」。自分としては必要最低限のことしか書いていないつ
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　　もりだったが，板書写しに忙しくて，説明をきく余裕などまるでなかったというのである。
4－20　板書の総字数は，中学校では100字以内といわれた。ぼくの字数は266字だった。
4－21板書では，字の大きさ，バランスがとても大切だ。ぽくの場合，字が大きすぎて書く場
　　所がなくなってしまった。
4－22生徒は板書のとき，筆順もよく見ている。
4－23板書は予め計画をたて，書きすぎないようにし，重要な点は色チョークなど使って工夫
　　した。
4－24生徒にノートを見せてもらったが，生徒たちは教師の板書をそのまま写しているだけだ
　　った。教師は板書事項を精選するだけでなく，わかりやすい板書をしなければならないと
　　思った。
4－25整理された，わかりやすい板書が重要だ。生徒たちがあとからノートを見て授業の内容
　　がすぐ思いだせるような板書でなければならない。
4－26　準備段階で，板書は黒板に実際書いてみることが必要だと思う。とくに，最初の授業で
　　は一度全部書いてみると安心できる。
5．教師のあり方と生徒
5－1生徒たちは，こちらの気持が充実しているかどうかを敏感に感じとってしまう。こわい
　　ぐらいだ。
5－2　授業でもっとも強く感じたことは，ごまかしはぎかないということである。自分が授業
　　に不安を感じるとそれが生徒にも移る。自分が元気いっぱいのときは，生徒も活発であ
　　る。
5－3　自分の専門の分野とそうでない分野，教材研究が十分にやれたときとそうでないとき，
　　授業での生徒たちの反応はまったくちがうのである。
5－4　授業で身をもって体験したことは，教師が燃えないとき生徒も燃えないということであ
　　る。
5－5教育実習を通してもっとも強く感じたことは，知識や技術が大切なことはもちろんだ
　　が，それ以上に熱意，やる気が重要だということである。
【付記】
　以上の授業についての「感想」は，1982年度に中学校で実習を終了した，法学部，商学部，政治経済
学部，文学部史学地理学科，経営学部の学生の「実習のまとめ一2，学習指導（授業）」から抽出した。
（菅原）
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